
であるOADM（optical add/drop multiplexer）などがネット
ワーク上に導入され，それら光部品の損失を補償するための

home�最大構成を

図1及び表1に示す。外形寸法は，150×125×
20 mm（ヒートシンク除く）でデファクトスタンダードを採用
した。図2に外観を示す。このような小型パッケージに，LD
（laser diode），PD（photo diode），カプラ，VOA（variable 








